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議会報告会を開催しました

85億円の使い道は

土木費など1億4000万円を追加

一般質問 ９人が登壇

「図書館のありかたとは」「防災の町づくり」

障がいという個性も生かせる町に
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　３年目となる議員全員の報告会。今年も４校区センターで開催し、90名の方にご参加いた
だきました。
　今回からパソコンを活用し、分かりやすい説明をこころがけました。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
次
回
の
報
告

会
に
生
か
す
と
と
も
に
、
議
会
運
営
の

改
善
や
行
政
へ
の
提
案
と
し
て
議
員
間

で
研
究
し
ま
す
。

　参加した方からは議会の議論に関することや地元の要望など活発な意見が出されました。
　今後も開かれた議会のため、積極的な情報公開に取り組みます。

議
会
で
決
ま
っ
た
こ

と
を
報
告
す
る
だ
け
な
ら
行
政
側

の
報
告
会
と
同
じ
に
な
る
。
議
会

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
経
過
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
は
。

議
会
基
本
条
例
案
で

も
、
議
員
間
の
十
分
な
討
論
を
明

記
し
て
い
る
。
議
会
だ
よ
り
も
審

議
の
経
過
を
書
く
よ
う
指
導
さ
れ

て
い
る
の
で
報
告
も
工
夫
し
た
い
。

視
察
の
報
告
は
よ
い

が
、
先
進
地
で
得
た
こ
と
を
ど
う

大
刀
洗
町
に
生
か
す
の
か
が
課
題
。

図
書
館
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
、
議
員

か
ら
行
政
に
提
言
し
、
立
法
化
を

の
ぞ
む
。

委
員
会
の
調
査
に
つ

い
て
は
本
会
議
で
報
告
し
、
行
政

へ
提
言
し
ま
す
。
議
員
か
ら
条
例

を
提
案
で
き
る
よ
う
、
政
策
立
案

能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
グ

ラ
フ
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

な
っ
た
。
今
後
も
い
っ
そ
う
理

解
し
や
す
い
説
明
会
を
お
願
い

す
る
。

分
か
り
や
す
い

資
料
を
作
る
こ
と
が
議
員
の
資

質
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
議
員

ど
う
し
で
議
論
し
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
報
告
づ
く
り
に
努
力
し

た
い
。

葬
祭
場
を
議

会
で
否
決
し
、
直
後
に
可

決
し
た
経
緯
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。

住
民
説
明
が

不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。
重
要
な
決
定
を
す

ぐ
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
た

い
。

せ
っ
か
く
４
会

場
で
開
催
し
て
い
る
の
に
参
加

者
が
少
な
い
の
で
は
。

　

若
い
人
の
参
加
を
期
待
し
た

い
。

呼
び
込
み
の
不

足
も
含
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
努
力
が
足
り
な

か
っ
た
。
内
容
の
充
実
と
と
も

に
、
ま
ず
報
告
会
に
来
て
い
た

だ
く
よ
う
頑
張
り
た
い
。

自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
議
員
は
ど

の
よ
う
に
動
く
の
か
。

現
時
点
で
は
、

議
会
が
行
政
と
連
携
し
て
活

動
す
る
こ
と
は
な
い
。
今
後

は
情
報
の
共
有
や
通
信
網
の

整
備
な
ど
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
は
あ
ま

り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
組
ま
れ

て
い
る
が
、
参
加
者
が
少
な
い
も

の
が
多
い
。
住
民
と
の
連
携
が
不

十
分
で
は
。

校
区
に
よ
っ
て
も
温

度
差
が
あ
る
。
町
は
国
の
補
助
金

な
ど
で
町
お
こ
し
要
員
を
雇
用
し

て
お
り
、
有
効
な
人
材
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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見
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開催しました議会報告会を

ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た



議場改修 1540万円
音響や映像設備の改修で、議場が見やすく、聞きやすくなりました。

防犯灯設置 4974万円
3年計画の最終年度で、LED照明を475基設置しました。

葬祭場建設 2593万円
予算は約2億円で、そのうち2500万円を24年度に支出しました。

事業仕分け 132万円
町の事業のうち、7つの項目について、内容や支出が適正かを判定しました。

災害対策 407万円
防災計画の見直し、備蓄食料の購入、警報システムの整備などです。

1459万円
地域の共同活動による環境保全活動への助成。町内25団体

農地・水の保全活動補助

高齢者地域自立生活支援 1113万円
老人クラブやシルバー人材センターへの助成金です。

本郷小学校　大規模改修 4870万円
本郷小学校のほか、大刀洗小学校のプール改修（3808万円）、菊池小学校の多目的
ホール改修（1993万円）など、教育施設の改修が進んでいます。

地域づくり 3129万円
校区センターへの一括交付金や地域おこしスタッフの雇用、インターネットの充実などです。

　毎年、少なくない額の滞納が発生しています。近年は行政の対応も多様化し、口座や
物品の差し押さえなども実施しています。いっぽうで、失業や倒産で資産がないなど、
払いたくても払えない人にたいしては減免や徴収猶予など、きめ細かい対応が求められ
ています。

町税
14億3235万
22.2％

繰越金
5億7162万
8.9％

自主財源
26億3116万円
40.8％依存財源

38億1577万円
59.2％

その他
6億2720万
9.7％地方交付税

20億4996万
31.8％

国庫支出金
6億7980万
10.5％

県支出金
4億4679万
6.9％

町債
4億1147万
6.4％

その他
2億2774万
3.6％

総務費
8億1867万
14％

民生費
19億2466万
32.8％

衛生費
4億8249万
8.2％

農林水産業費
2億2926万
3.9％

商工費
4181万
0.7％

土木費
6億601万
10.3％

消防費
2億560万
3.5％

教育費
8億3819万
14.3％

公債費
6億1028万
10.4％

災害復旧費
486万
0.1％

議会費
9822万
1.7％
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ごみやし尿の処理費です。

住民税や国定資産
税など、みなさん
が払った税です。

医療や介護、
子育てなど福
祉に使われた
お金です。

国からの交付
金です。

借り入れ金
の返済です。
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24年度
決算

ど
う
使
っ
た
？
85
億
円

一般会計の内訳は…。こ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

９
月
議
会
で
は
、
24
年
度
の
決
算
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
会
計
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

収入合計　64億4693万円

支出合計　58億6006万円

税
金
の
課
税
と

徴
収
状
況
は
？

収入

支出

収入 支出 差し引き残

一般会計 64億4693万 58億6006万 5億8687万

特
別
会
計

国民健康保険会計 18億127万 17億2762万 7365万

後期高齢者会計 1億7032万 1億6627万 404万

大刀洗診療所会計 1億2043万 1億307万 1736万

土 地 取 得 会 計 441万 22万 419万

下 水 道 会 計 6億8215万 6億8215万 0万

合計 92億2551万 85億3940万 6億8611万

（単位：円）会計別の決算状況

収入済額 滞納額 徴収率

町民税 5億8718万 3043万 94.8%

うち法人分 7505万 38万 99.4%

固定資産税 6億7107万 5916万 90.9%

軽自動車税 3918万 275万 92.8%

たばこ税 1億3492万 0 100.0%

計 14億3235万 9233万 93.3%

各税の徴収状況（繰越分含む）



収
入
の
確
保
は
ど
う
な
る

　

国
が
市
町
村
に
借
金
を
肩
代
わ

り
さ
せ
る
よ
う
な
制
度
が
あ
る
が

（
臨
時
財
政
対
策
債
）、
そ
の
額
が
年
々
増

え
て
い
る
。
借
金
し
た
分
は
あ
と
で
国
が

き
ち
ん
と
払
っ
て
く
れ
る
の
か
。

　

名
目
上
は
町
が
借
り
入
れ
て
い
る

が
、
理
論
上
、
国
か
ら
100
％
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
平
成
24
年
度
に
借
り
た

分
は
、
平
成
44
年
ま
で
約
20
年
払
い
で
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
予
定
。

住
民
活
動
へ
の
保
険
補
償
は

　

住
民
活
動
へ
の
傷
害
保
険
（
ま

ご
こ
ろ
保
険
）
は
、
ど
の
よ
う
な

活
動
が
対
象
に
な
る
の
か
。

　

基
本
的
に
自
治
会
の
活
動
保
険
。

25
年
度
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
と

自
治
体
活
動
保
険
の
２
本
立
て
に
整
理
し

た
。

　

地
元
の
有
志
が
川
の
草
刈
り
を

お
こ
な
っ
て
い
る
場
合
、
町
の
保

障
は
。　

自
治
活
動
の
清
掃
活
動
な
ど
で

事
故
が
あ
る
と
保
障
さ
れ
る
。
任

意
団
体
だ
と
対
象
外
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

消
防
団
員
の
確
保
は

　

団
員
数
不
足
が
深
刻
だ
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

役
場
職
員
の
分
団
を
設
置
し
て

は
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
会
議
を

行
っ
た
。
ポ
ン
プ
車
や
人
員
・
４
つ
の
分

団
と
の
整
合
性
な
ど
、
本
部
と
団
に
求
め

る
機
能
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　

職
員
意
識
が
高
い
こ
と
は
良
い

こ
と
だ
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
大
事

で
あ
り
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
づ
く
り
の
方
向
性
は

　

大
刀
洗
ブ
ラ
ン
チ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
指
導
員
な
ど
新
し
い
事
業

が
行
政
主
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
４

校
区
の
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
と
の
連
携

が
見
え
て
こ
な
い
。

　

各
校
区
を
担
当
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
配
置
し
た
。
校
区
セ

ン
タ
ー
や
行
政
区
の
活
動
の
環
境
づ
く
り

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

さ
く
ら
市
場
は
今
後
自
主
運
営

を
進
め
る
と
あ
る
が
。

　

さ
く
ら
市
場
は
高
齢
の
出
品
者

も
増
え
た
。
や
り
が
い
を
得
る
こ

と
が
事
業
の
目
的
で
あ
り
、
成
果
で
あ
る
。

取
り
組
み
を
始
め
て
３
～
４
年
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ

か
ら
先
、
自
立
し
た
活
動
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

地
域
の
高
齢
者
で
、
さ
く
ら
市

場
に
期
待
す
る
方
は
多
い
。
生
き

が
い
対
策
を
自
立
に
結
び
付
け
る
の
は
難

し
い
。
慎
重
に
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は

　

市
町
村
単
独
で
小
中
学
生
の
医

療
費
を
助
成
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

本
町
も
実
施
す
る
考
え
は
。

　

そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

具
体
案
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
小
学
校
１
学
年
を
無
料

化
す
る
こ
と
に
ど
の
く
ら
い
の
財

源
が
必
要
と
な
る
か
試
算
し
た
か
。

　

ま
だ
試
算
し
て
い
な
い
。
今
か

ら
検
討
し
た
い
。

耕
作
放
棄
地
対
策
を

　

耕
作
放
棄
地
９
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
実
情
と
対
策
は
。

　

耕
作
放
棄
地
が
多
い
の
は
圃ほ

場

整
備
し
て
い
な
い
北
部
地
区
や
、

道
路
か
ら
出
入
り
し
に
く
い
と
か
、
用
水

路
と
排
水
路
が
分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
耕

作
で
き
な
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
高
齢
化
、

消
息
不
明
の
方
の
土
地
な
ど
も
あ
る
。
農

業
委
員
会
と
し
て
は
勧
告
書
を
出
す
の
が

現
状
。
所
有
者
に
通
知
を
出
す
が
返
答
が

な
い
。　

勧
告
し
て
法
的
措
置
は
取
れ
な

い
の
か
。

　

農
業
委
員
会
に
法
的
措
置
ま
で
の

力
は
な
い
の
で
地
道
に
指
導
す
る
。

教
育
環
境
の
整
備

　

通
級
指
導
教
室
の
生
徒
が
６
名

か
ら
12
名
に
増
え
た
が
、
全
員
が

町
内
の
生
徒
か
。
ま
た
、
中
学
校
は
町
外

に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
設
置

の
予
定
は
。

　

中
学
の
通
級
教
室
設
置
は
今
後

の
課
題
。
本
年
度
は
１
名
が
小
郡

市
の
通
級
教
室
に
通
っ
て
い
る
。

菊
池
通
級
教
室
に
通
っ
て
い
る
児
童
は
、

全
て
町
内
の
児
童
。
今
の
と
こ
ろ
町
外
か

ら
の
受
け
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

通
級
教
室
…
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
、

比
較
的
軽
度
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
に
対

し
て
、
状
態
に
応
じ
て
特
別
な
指
導
を
行

う
た
め
の
教
室
。

特
定
保
健
指
導
の
成
果
は

　

い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
健
診
の
成
果
は
。

　

受
診
率
の
向
上
と
指
導
の
強
化

で
、
血
圧
関
係
で
は
、
こ
の
５
年

間
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
医
療
費
に
対

し
て
も
効
果
が
あ
る
。
糖
・
脂
質
・
腎
関

係
は
５
年
ぐ
ら
い
で
う
ま
く
い
く
も
の
で

は
な
い
の
で
徐
々
に
対
応
し
て
い
く
。

　

行
き
過
ぎ
た
職
員
削
減
と

非
正
規
化
。
25
年
度
当
初
は

正
規
職
員
が
83
名
、
非
正
規

職
員
が
86
名
と
、
逆
転
し
た

労
働
環
境
。
部
署
に
よ
っ
て
は
恒
常
的
な

人
員
不
足
が
発
生
し
、
業
務
が
遅
滞
し
て

い
る
。
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

住
民
の
利
益
を
守
る
基
本
的
な
立
場
が
あ

り
、
適
正
な
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
一
部
の
同
和
団
体
へ
の
補
助
金
の

投
げ
渡
し
は
、
同
和
問
題
解
決
に
な
ら
ず
反

対
。
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

　

全
国
的
に
財
政
が
厳
し
い

な
か
で
、
健
全
な
財
政
運
営

が
な
さ
れ
、
３
億
９
０
０
０

万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
園
の
民
営
化
に
よ
る
保
育
料
の
引
き

下
げ
、
給
食
費
の
値
下
げ
、
学
校
改
修
な

ど
子
育
て
も
充
実
し
て
お
り
評
価
で
き
る
。

　

健
康
対
策
や
職
員
研
修
も
充
実
し
て
お

り
全
体
と
し
て
賛
成
で
き
る
決
算
で
あ
る
。

決算委員会の
質疑から

Q&A

本
会
議
で
の
討
論

（
一
般
会
計
）

放棄地の有効活用を

陣屋川の美化活動
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議員議員

議員議員

議員 課長

課長課長

課長

議員議員

議員 議員議員

議員議員議員議員 課長町長

課長

課長

課長

課長係長

主幹

反対
（平山）

賛成
（安丸）

議案に対する各議員の賛否（○…賛成、×…反対）

平
田　

信
將

黒
木　

德
勝

後
藤　

晴
一

平
山　

賢
治

山
田　

英
敏

林　
　

威
範

安
丸
眞
一
郎

花
等　

順
子

平
田　

一
成

森
田　

勝
典

山
内　
　

剛

長
野　

正
明

【8月臨時会】
条例改正の専決処分（１件）・教育長給与の条例改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
役場本庁舎耐震改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

【9月定例会】

条例制定・条例改正（4件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
一般会計補正予算（第2号）FB良品事業を含む ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ -
一般会計補正予算（第3号）・特別会計補正予算（3件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

24年度決算の認定
一般会計・国保会計・後期高齢者会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
大刀洗診療所会計・土地取得会計・下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

少人数学級推進等に係る請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
教育予算確保等を求める意見書・地球温暖化対策等に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
道州制導入に断固反対する意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ -

※議長は採決に加わらない。



子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
関
連
３
法
案
（
※
）

が
昨
年
８
月
に
可
決
成
立

し
た
。
こ
の
３
法
に
よ
り
、

学
校
教
育
・
保
育
や
地
域

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
が
平
成
27
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
必
要
事
項
や
施
策

を
審
議
す
る
大
刀
洗
町
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
を
新

た
に
設
置
す
る
。

（
※
）
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
案
。
総
合
こ
ど
も
園

法
案
。
関
係
法
律
の
整
備

法
案
。

分
担
金
徴
収
条
例

の
改
正

　

福
岡
県
が
行
う
土
地
改

良
事
業
に
対
し
、
そ
の
事

業
の
分
担
金
を
受
益
者
か

ら
徴
収
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
。

　

平
成
25
年
度
に
両
筑
土

地
改
良
区
で
農
業
水
利
施

設
保
全
対
策
事
業
（
老
朽

化
し
た
農
業
用
施
設
の
補

修
工
事
）
の
予
定
が
あ
る
。

　

事
業
費
の
負
担
割
合
は
、

国
が
50
％
、
県
が
25
％
、

地
元
が
25
％
で
、
今
年
度

は
両
筑
土
地
改
良
区
が
全

て
負
担
す
る
。

　

県
が
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
両
筑
土
地
改
良

区
の
負
担
金
を
、
こ
の
条

例
で
町
が
徴
収
し
、
県
に

支
払
う
た
め
の
条
例
改
正
。

９
月
の
補
正
予
算
で
は
、
１
億
３
９
５
２
万
円
を
追

加
し
、
総
額
61
億
１
３
１
０
万
円
と
し
た
。

老
朽
化
し
た
橋
梁
の
調
査
費
や
下
水
道
事
業
へ
の
支

出
な
ど
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

条例

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
へ

　

大
刀
洗
F

B
良
品
の
14
か
月

の
総
売
り
上
げ
は
126
万
円
に
す

ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
。
海

外
で
大
き
な
商
談
が
ま
と
ま
る

可
能
性
は
考
え
に
く
い
。
海
外

進
出
に
参
加
し
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
ま
ず

３
年
や
る
と
言
う
が
、
抜
け
ら
れ
な
い
恐
れ

も
あ
る
。

　

海
外
進
出
の
事
業
計
画
が

不
明
確
。
国
内
で
の
事
業
で
も

営
業
形
態
や
商
標
、
負
担
割
合

な
ど
不
透
明
な
部
分
が
多
す
ぎ

る
。
海
外
進
出
で
は
な
く
、
ま

ず
現
時
点
で
の
総
括
と
整
理
を
お
こ
な
う

べ
き
。

町
の
特
産
品
を

ネ
ッ
ト
販
売
し
て

い
る
F

B
良
品
だ
が
、
商

標
が
紛
ら
わ
し
か
っ
た
り
、

販
売
手
法
や
契
約
方
法
に

疑
念
が
生
じ
て
い
る
が
。

町
の
生
産
物
を

広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
手
段
と
し
て

妥
当
と
認
識
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

事
務
所
開
設
に
町

が
負
担
金
を
払
う
と
い
う

こ
と
だ
が
、
詳
し
い
事
業
計

画
と
か
、
事
業
の
展
開
が
全

く
不
明
確
の
ま
ま
負
担
す

る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。

大
刀
洗
町
も
自

立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
F

B

Ｆ
Ｂ
良
品
で
も
Ｐ
Ｒ
効
果

は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
で
町
を
活
性
化

さ
せ
る
の
か
。

現
在
、
F

B
良
品

の
出
品
は
、
８
品
目

～
10
品
目
で
、
そ
の
事
業
者

さ
ん
た
ち
が
Ｆ
Ｂ
良
品
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。シ
ン
ガ
ポ
ー

良
品
も
今
ま
で
や
っ
て
き
て

何
の
不
都
合
も
な
い
。
３
年

や
っ
て
検
証
し
て
悪
け
れ
ば

見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
了
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
武
雄
市
の
職
員
が

現
地
事
務
所
に
駐
在

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
。

当
該
職
員
は
香

港
へ
の
駐
在
経
験

も
あ
り
、
今
回
そ
の
方
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
仕
事
を
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。
簡
単
に

言
え
ば
、
武
雄
市
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
進
出
す
る
か
ら
、

そ
れ
に
乗
り
ま
せ
ん
か
と
い

う
こ
と
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
の
進
出
は
賛
成
。

ル
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
場
が
大
き
く
な
る
の

で
、
商
工
会
あ
る
い
は
特
産

品
の
開
発
組
織
と
い
っ
た
既

存
の
組
織
を
活
用
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
の
研
修
も
含

め
て
取
り
組
み
た
い
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
、
賛
否

は
前
ペ
ー
ジ
に
）

子育て新システムの影響は
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教育予算の確保と充実を求める意見書
小学校２年生以上の 35人以下学級の早期実現、義務教育国庫負担制度の堅持及

び国庫負担割合の２分の１復元を関係行政庁へ要請するもの。

森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する
地方の財源確保のための意見書

森林・林業・山村対策の強化に加え、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一

定割合を森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を、関係行政庁へ強く求めるもの。

道州制導入に断固反対する意見書
与党及び野党の一部が目指す道州制導入の法案は、導入後の具体的な国のかたち

を示しておらず、町村は事実上の強制合併を余儀なくされ、住民と行政の距離は遠

くなり、住民自治が衰退することは明らかである。よって道州制の導入に断固反対

するもの。

９月

議会

土
木
費
を
追
加
、ネ
ッ
ト
通
販
の
海
外
進
出
も

質疑

F

B
良
品
の海

外
進
出
と
は　

「予算案のうち
FB良品に関する
140万円は認めがたい」

３件の意見書を賛成多数で可決し、関係大臣に送付した。

討論
反対
（平山）

反対
（花等）

意見書

平山

花等林

平山 課長町長

課長

町長

自治振興費（FB良品分） 140万円

高収益型園芸産地育成事業 185万円

農業水利施設保全対策事業 1250万円

幹線排水路の擁壁補修工事 500万円

道路橋梁費 1億円

公共下水道費 591万円

ドリームセンター音響工事費 298万円

勤労体育センター修繕費 206万円

補正予算のおもな追加分



本
郷
駅
前
は
送
迎

車
両
１
台
分
の
停
車

場
所
も
な
く
不
便
で
あ
り
、通

勤
通
学
者
及
び
住
民
も
迷
惑

し
て
い
る
。町
総
合
計
画
で
も

示
さ
れ
て
い
る
利
便
性
向
上
の

検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

せ
め
て
駐
輪
場
の
屋
根
取

り
付
け
な
ど
は
。

駅
周
辺
は
住
宅
地

で
あ
る
た
め
、移
転
に

必
要
な
予
算
の
確
保
や
地
権

小
郡
市
大
保
に
イ

オ
ン
の
大
型
商
業
施

設
が
開
業
予
定
で
あ
る
。当
町

の
消
費
者
も
そ
ち
ら
に
流
れ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。大
き

な
影
響
を
受
け
る
町
内
約
140

店
の
商
業
者
を
支
援
す
る
た

め
に
、町
当
局
は
商
工
会
と
連

携
し
て
対
策
を
取
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

近
年
、当
町
周
辺
に

は
イ
オ
ン・ゆ
め
タ
ウ
ン

な
ど
の
大
型
店
が
９
店
舗
進

出
し
て
い
る
。年
内
に
開
店
予

定
の
イ
オ
ン
小
郡
は
、当
町
か

ら
最
も
近
く
、相
当
数
の
客
が

流
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、町

内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
じ

め
小
売
業
者
へ
の
影
響
は
大
き

者
の
同
意
な
ど
課
題
が
多
い
。

過
去
に
駅
周
辺
整
備
を
検
討

し
た
が
、駅
を
移
動
す
る
だ
け

で
５
～
６
億
円
も
必
要
で
あ

り
、町
単
独
で
の
事
業
は
無
理

い
と
思
わ
れ
る
。対
策
と
し
て

は
、今
年
で
４
回
目
と
な
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
見
直

し
や
、商
工
会
の
軽
ト
ラ
市
の

定
期
的
開
催
な
ど
を
検
討
し
、

町
内
外
か
ら
の
顧
客
獲
得
を

図
る
。今
後
対
策
会
議
を
中

心
に
大
型
店
舗
へ
の
人
の
流
れ

や
人
気
店
の
良
さ
を
分
析
し

た
上
で
、町
内
の
小
売
店
な
ら

で
は
の
魅
力
を
前
面
に
押
し

出
す
形
で
活
性
化
策
を
検
討

し
て
い
く
。町

内
の
商
業
者
の

倒
産
と
か
廃
業
者
が

決
し
て
出
な
い
よ
う
、注
意
深

く
見
守
り
有
効
な
施
策
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

だ
と
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
利
用
者
の
利
便
性
を

図
る
事
は
必
要
な
た
め
、駐
輪

場
の
屋
根
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

一般質問は、議員が町の行財政全般について現状や方針を質問し、執行機関の町長や課長が答弁し

ます。議員１人あたりの持ち時間は、答弁を含めて60分です。

議会だよりに掲載する内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。質問の全文は、

インターネットのほか、議会事務局、各校区センターに議事録を置いていますのでご覧ください。

し
た
い
。

公
共
施
設
な
ど
で

太
陽
光
発
電
を
設
置

し
て
い
る
実
績
と
利
用
状
況

は
。

大
刀
洗
中
学
校
で

容
量
18.9
ｋ
Ｗ
、24
年
度

の
実
績
は
２
万
３
５
０
０
ｋ
Ｗ

で
中
学
校
使
用
量
の
1
割
を

ま
か
な
って
い
る
。大
堰
交
流
セ

ン
タ
ー
は
容
量
10
ｋ
Ｗ
で
、自

家
消
費
で
余
っ
た
電
力
は
九
電

へ
売
電
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
設
置

に
対
す
る
町
の
補
助

金
の
実
績
は
。

24
年
度
ま
で
の
3

年
間
で
182
件
。補
助

金
は
1
ｋ
Ｗ
当
た
り
3
万
円
、

上
限
が
9
万
円
交
付
し
て
い

た
が
、年
々
発
電
設
置
費
用

が
安
価
に
な
り
国
の
補
助
金

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、当
町
も

今
年
度
か
ら
1
ｋ
Ｗ
当
た
り

2
万
円
、上
限
6
万
円
に
下
げ

て
い
る
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

増
額
の
検
討
は
。

多
く
の
住
民
に
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う

設
置
を
促
進
し
、補
助
金
に
つ

い
て
は
国
の
制
度
の
推
移
を
参

考
に
、今
後
も
引
き
続
き
検
討

町
の
公
共
施
設
に

全
部
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金
事
業

の
補
助
が
あ
り
、今
後
、庁
舎・

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー・大
堰
小
学

校
に
太
陽
光
発
電
の
補
助
を

申
請
し
て
い
る
。

大
刀
洗
公
園
内
の

大
刀
洗
川
に
小
水
力

発
電
設
備
を
設
置
で
き
な
い

か
。

維
持
管
理
と
そ
の

費
用
対
効
果
を
考

え
た
場
合
、な
か
な
か
難
し
い
。

今
後
の
技
術
向
上
で
実
用
的

に
な
れ
ば
検
討
し
た
い
と
考
え

る
。

住民が使いやすい駅に
森田　勝典 議員

中学校屋上の太陽光発電

豊かな水流を活用できないか

山内　　剛 議員
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答.西鉄の協力がないと難しい

問.本郷駅の周辺整備は

議員

議員

議員

町長

町長

一 質般 問
町政を問う！

答.

対
策
会
議
で
活
性
化
を
検
討

問.

大
型
店
進
出
に
ど
う
対
応
す
る
か

問.太陽光発電の推進は

問.小水力発電の推進を

答.補助金を活用して整備したい

答.現時点では難しい

議員

議員

町長

町長

係長

課長

町長 議員

議員

議員



に
な
っ
て
お
り
、全
国
的
に
見

て
も
、組
織
率
は
高
い
と
言
え

る
。

加
入
率
は
地
域
に

よ
り
差
が
激
し
い
。組

織
率
の
低
下
は
、町
政
運
営
に

も
大
き
く
影
響
す
る
。行
政

と
し
て
現
実
的
な
課
題
は
な
い

の
か
。 

区
長
は
じ
め
、隣
組

長
や
地
域
役
員
の
皆

様
の
尽
力
で
、現
在
、行
政
の

施
策
が
実
施
で
き
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。今
後
も
、こ

の
高
い
自
治
組
織
率
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
支
援
を

続
け
た
い
。コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
意
識

の
希
薄
化
が
進
ん

で
い
る
。
地
域
役

員
、
民
生
児
童
委

員
、
消
防
団
員
、

そ
の
他
地
縁
組
織
、

い
わ
ゆ
る
青
壮
年
、

婦
人
会
、
老
人
会

の
後
継
者
が
育
っ

て
い
な
い
。
対
策
は
。

全
国
的
に
自
治
組

織
へ
加
入
率
が
低
下

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、本
町
の
行
政
区
の
組
織
率

は
ど
う
か
。本

町
の
行
政
区

（
隣
組
）へ
の
未
加
入

率
は
全
体
で
お
お
む
ね
３
％
台

青
少
年
健
全
育
成

校
区
民
会
議
に
つい
て
、

代
議
員
の
選
任
が
地
域
の
現

状
に
応
じ
て
い
な
い
の
で
は
。

各
校
区
民
会
議
は
、

地
域
主
体
で
行
わ
れ

て
い
る
。

事
業
運
営
、役
員
選
出
な

ど
は
、地
域
の
意
見
を
尊
重
す

要
因
と
し
て
、
人

口
の
少
な
い
地
域
に

お
け
る
高
齢
化
の
進
展
、
就

労
形
態
の
多
様
化
な
ど
、
物

理
的
な
人
材
不
足
と
、
価
値

観
の
多
様
化
や
自
己
の
利
益

を
優
先
す
る
個
人
主
義
の
広

が
り
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

町
と
し
て
は
、
自
治
組
織
間

の
情
報
や
課
題
の
共
有
、
事

業
の
連
携
な
ど
を
支
援
し
て

い
く
。
次
に
、
外
部
の
人
材

を
活
用
し
た
交
流
の
場
を
つ

く
り
、
人
材
発
掘
を
進
め
、

自
治
組
織
へ
の
つ
な
が
り
を

図
る
。

役
場
内
で
、
地
域
や
自
治

組
織
な
ど
に
係
る
連
絡
会
議

を
設
置
し
た
。
今
後
も
定
期

的
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

校
区
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
次
の
プ

ラ
ン
を
検
討
し
た
い
。

る
こ
と
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。

活
性
化
に
向
け
た
支
援
、協
議
、

相
談
は
引
き
続
き
積
極
的
に

進
め
て
行
く
。

大
刀
洗
町
青
少
年

問
題
協
議
会
設
置
条

例
と
の
関
連
は
。

条
例
、

施
策
を

整
理
統
合
し
核

と
な
る
よ
う
仕

立
て
た
い
。 

保
医
療
係
１
名
で
対

応
し
て
い
る
。24
年

度
の
取
扱
件
数
は
293

件
で
、主
に
住
民
課

の
証
明
関
係
で
約
200

件
。国
保
医
療
関
係

は
月
１
件
程
度
で
あ

り
、10
月
か
ら
は
国

保
医
療
関
係
の
業
務

は
行
わ
ず
、体
制
を

縮
小
し
た
う
え
で
継

続
し
た
い
。広
報
紙

な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

総
務
省
が
進
め
て
い

る
、住
基
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

取
得
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
は
。

非
常
に
コ
ス
ト
高

と
い
う
こ
と
で
今
の

と
こ
ろ
検
討
は
し
て
い
な
い

が
、
住
基
カ
ー
ド
の
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
る
の
で
、
必

要
に
な
っ
て
く
れ
ば
検
討
を

進
め
た
い
。

窓
口
の
延
長
時
間

中
に
、こ
れ
ま
で
ど
れ

く
ら
い
の
取
扱
い
件
数
が
あ
っ

た
か
。ま
た
、住
民
周
知
は
十

分
だっ
た
の
か
。

窓
口
延
長
は
毎
週

木
曜
日
、午
後
７
時
ま

で
実
施
し
、住
民
係
２
名
、国

　

今
年
は
記
録
的
な

猛
暑
続
き
で
、教
室
の

温
度
も
高
い
と
き
に
は
33
度

か
ら
35
度
に
も
な
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。勉
強
し
よ
う
に
も
集

中
で
き
る
環
境
に
な
く
学
力

向
上
も
望
め
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

文
部
科
学
省
の
学
校
環
境

衛
生
基
準
に
よ
る
と
、最
も
学

習
に
望
ま
し
い
温
度
は
、冬
で

18
度
か
ら
20
度
、夏
で
25
度
か

ら
28
度
程
度
と
な
って
い
る
が
、

ど
う
具
体
的
改
善
を
し
て
い

く
か
。　

小
中
学
校
で
は
、図

書
館
、保
健
室
、食
堂
、

職
員
室
な
ど
に
は
エ
ア
コン
を
設

置
し
て
い
る
が
、普
通
教
室
に
は

設
置
し
て
な
い
。扇
風
機
や
遮

光
ネ
ッ
ト
で
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、中
学
校
南
校
舎
と

本
郷
小
学
校
は
、改
修
の
際
に

外
壁
に
熱
を
遮
断
す
る
効
果

が
あ
る
エ
コ
塗
装
を
行
っ
た
こ

と
や
、菊
池
小
学
校
の
運
動
場

を
芝
生
化
し
た
こ
と
は
暑
さ

対
策
に
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
を
全
教
室
に
設
置

す
る
と
な
る
と
、①
設
置
費
用
、

設
置
後
の
維
持
費
も
相
当
な

額
に
な
り
、財
政
負
担
が
大
き

い
。②
児
童
生
徒
の
健
康
面
で
、

汗
腺
が
発
達
せ
ず
に
汗
を
余

り
か
か
な
く
な
って
体
温
調
節

が
円
滑
に
で
き
な
い
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
健
康
を
守
り
、

教
育
環
境
の
整
備
を
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
が
、エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

は
慎
重
に
調
査
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後藤　晴一 議員

地域活動の推進を

校区民会議はさまざまな団体で構成されている

時間延長の周知を

安丸眞一郎 議員

猛暑にどう対応するか
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問.コミュニティの希薄化へ対策は

答.地域自治に関する会議を設置

議員町長

町長 議員

議員

議員

議員

教育長

教育長

答.

町
づ
く
り
の
核
と
な
る
制
度
に

問.

青
少
年
育
成
組
織
の
支
援
は

町長

町長

課長

答.

慎
重
に
検
討
し
た
い

問.

教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問.役場の窓口延長の今後は

答.広報紙などで周知する

議員

議員

議員

教育長



準
と
な
っ
て
い
る
の
で
、我
が
町

だ
け
変
更
す
る
の
は
難
し
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
金
に
関
し
て
、入
会

し
て
い
な
い
の
に
65
歳
以
上
と

い
う
理
由
で
人
数
分
渡
す
の

は
問
題
で
は
な
い
か
。活
動
が

活
発
に
な
る
よ
う
な
補
助
の

仕
方
に
変
更
す
べ
き
だ
と
思

う
が
。 

各
ク
ラ
ブ
で
の
入
会

基
準
も
違
い
、正
会
員

の
把
握
が
難
し
い
。地
域
に
貢

献
し
て
頂
く
こ
と
も
要
望
し
、

65
歳
以
上
の
人
数
分
、補
助
金

を
出
し
て
い
る
。

20
年
前
と
比
較
す

る
と
、高
齢
者
は
10
歳

若
返
っ
て
い
る
と
い
う
科
学
的

デ
ー
タ
が
あ
る
。こ
の
ま
ま
65

歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
事

業
を
行
う
の
は
、や
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。年

齢
の
区
切
り
は

全
国
的
に
施
策
の
基

ツ
タ
ヤ
が
運
営
し

注
目
を
集
め
る
武
雄

市
や
、直
営
で
運
営
し
つ
つ
図

書
館
を
住
民
交
流
の
拠
点
と

す
る
伊
万
里
市
な
ど
、図
書
館

が
地
域
活
性
化
の
核
と
な
っ
て

ど
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
活

動
に
溶
け
込
み
や
す
く
な
る

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

現
在
、
日
本
の
中

で
一
番
人
口
が
多
い

教
育
委
員
会
が
本

庁
舎
に
移
動
す
る
こ

と
か
ら
、図
書
館
の
改
修
が
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

専
用
出
入
り
口

の
設
置
、階
下
書
庫

の
増
設
、各
種
コ
ー
ナ
ー
の
配

置
、学
習
ス
ペ
ー
ス
確
保
、カ
フェ

コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
な
ど
を
図

書
館
協
議
会
で
検
討
し
て
き

た
。町
民
ニ
ー
ズ
を
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
調
査
研
究
し
、少
な
い

投
資
で
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
改

修
を
検
討
し
て
い
く
。

今
年
４
月
１
日
現

在
、
大
刀
洗
町
の
65

歳
以
上
の
方
は
３
６
０
６
名
。

高
齢
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
生
涯
学
習
事
業
に

お
け
る
人
材
バ
ン
ク
登
録
な

い
る
自
治
体
も
あ
る
。人
口
変

化
、年
齢
層
変
化
な
ど
か
ら
図

書
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
変

わ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
住
民

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
て
ほ
し
い
。

学
び
、集
い
、憩
い
、

共
に
育
つ
、み
ん
な
の

図
書
館
を
目
指
し
、い
つ
で
も

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
施
設

に
し
た
い
。図

書
館
は
貸
本
屋

で
は
な
く
、人
間
成
長

の
場
で
あ
る
と
断
言
で
き
る

よ
う
な
改
修
に
し
て
ほ
し
い
。

の
が
64
歳
。

10
年
、
20
年
先
に
要
介
護

者
が
激
増
す
る
こ
と
も
見
据

え
、
高
齢
者
事
業
の
あ
り
方

を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

こ
で
、適
切
な
管
理
を
求
め
て

助
言
、指
導
、勧
告
及
び
命
令

を
行
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、

命
令
に
従
わ
な
い
者
に
つい
て
は
、

住
所
氏
名
を
公
表
す
る
。当
町

で
も
早
急
に
制
定
し
、来
年
の

台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
。①

空
き
家
件
数
に
つ

い
て
、調
査
は
実
施
し

て
い
な
い
。地
域
か
ら
の
相
談
な

ど
が
あ
り
、危
険
な
空
き
家
件

数
は
6
件
ほ
ど
把
握
し
て
い
る
。

②
小
学
校
に
隣
接
す
る
空
き

今
夏
は
全
国
各
地

で
竜
巻
が
発
生
し
た

り
、９
月
18
日
に
大
型
台
風
18

号
が
本
州
を
縦
断
し
、死
亡
者

5
名
と
行
方
不
明
者
が
5
名

以
上
発
生
し
て
い
る
。大
刀
洗

町
に
も
空
き
家
や
廃
屋
が
増

え
て
お
り
大
変
危
険
で
あ
る
。

①
空
き
家
の
件
数
は
。管
理
者

に
何
ら
か
の
指
導
は
し
た
か
。

②
現
在
、公
共
用
地（
小
学
校・

校
区
セ
ン
タ
ー
）の
周
辺
に
大
き

い
空
き
家
が
あ
る
が
把
握
し
て

い
る
か
。

福
岡
市
で
9
月
に
空
き
家

対
策
条
例
が
成
立
す
る
な
ど
、

全
国
で
211
市
町
村
、福
岡
県
13

市
町
村
、佐
賀
県
で
も
13
市
町

村
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。空
き

家
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば

防
災
、防
犯
、ま
た
火
災
予
防
、

環
境
な
ど
に
問
題
が
あ
る
。そ

家
は
地
元
か
ら
相
談
が
あ
り
、

対
応
を
協
議
し
、町
の
顧
問
弁

護
士
に
も
相
談
を
重
ね
て
い
る
。

福
岡
市
の
ほ
か
、久
留
米
市

で
も
条
例
の
準
備
が
な
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
。

区
長
を
通
じ
、実
態
調
査
を

行
い
、条
例
の
制
定
を
含
め
、総

合
的
に
今
後
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。

実
態
調
査
を
行
政

と
地
域
で
行
い
、
3

月
議
会
に
条
例
化
す
る
方
向

で
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。

林　　威範 議員

みんなの図書館をめざして

社会変化と福祉施策にズレはないか

黒木　德勝 議員

近隣住民からも不安の声が
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問.高齢者の定義を改めるべきでは

答.わが町だけ変えるのは難しい

議員

課長

町長

議員

議員

議員

答.

改
修
の
な
か
で
検
討

問.

町
づ
く
り
の
核
と
な
る
図
書
館
を

議員

議員

教育長

教育長 町長

町長

問.空き家・廃屋対策を早く

答.実態調査を行い対応

議員

議員



８
億
人
の
加
入
者
が
い
る
の
で

大
刀
洗
町
の
特
産
品
を
Ｆ
Ｂ

で
ネ
ッ
ト
販
売
す
る
と
反
響

が
大
き
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

９
月
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎｓｇ
と

改
名
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
昨
年
７
月
に
大
刀
洗
町
が

４
番
目
の
自
治
体
と
し
て
加

入
し
た
が
現
在
の
加
入
自
治

体
数
と
売
上
高
は
。

③
10
月
か
ら
国
内
の
10
自
治

体
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ネ
ッ
ト

販
売
を
展
開
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、そ
の
意
義
と
目
的
は
。

①
大
刀
洗
Ｆ
Ｂ
良

品
は
、武
雄
市
と
民

自
治
体
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
事

業
と
し
て
、大
刀
洗
町
が
Ｆ
Ｂ

良
品
に
加
入
し
て
１
年
過
ぎ

た
。10
月
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ルへ

進
出
す
る
と
の
こ
と
だ
が
意

義
と
目
的
を
問
う
。

①
開
始
時
の
説
明
に
よ
る
と

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
Ｆ
Ｂ
）に
は

し
、各
種
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
度

も
増
し
、視
察
者
も
増
加
し
た
。

海
外
進
出
の
目
的
は
、販
路
を

海
外
に
拡
大
す
る
こ
と
、プ
ロ

の
目
を
通
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド

力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
あ

る
。年
度
内
に
５
品
目
の
商
談

を
開
始
し
た
い
。ま
ず
３
年
間

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｆ
Ｂ
良
品
の
仕
組

み
が
魅
力
的
な
も
の

で
あ
る
な
ら
、
も
っ
と
多
く
の

自
治
体
が
加
入
す
る
の
で
は
な

い
か
。
町
内
に
お
け
る
総
売
上

げ
が
126
万
円
で
、
町
が
払
っ
た

委
託
金
は
、
月
15
万
円
で
165
万

間
企
業
２
社
で
構
成
す
る
連

合
体
に
委
託
し
て
い
る
。

開
設
当
初
は
Ｆ
Ｂ

の
中
に
通
販
の
仕
組

み
を
取
り
入
れ
て
い
た
が
、Ｆ

Ｂ
は
実
名
登
録
で
、会
員
以
外

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、通
常

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
構
築
し

直
し
た
。ま
た
、無
印
良
品
と

の
誤
解
な
ど
も
あ
り
、名
称
を

変
更
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

②
全
国
で
15
自
治

体
が
加
入
し
て
い
る
。

年
末
に
は
30
～
40
に
な
る
と

の
こ
と
だ
。本
町
で
は
９
品
目

（
季
節
限
定
２
品
目
）指
定
だ

が
、今
年
度
中
に
15
～
20
品
目

に
し
た
い
。今
ま
で
の
総
売
上

げ
は
126
万
円
。③
ア
ジ
ア
市
場

に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、大

刀
洗
町
が
海
外
と
商
談
で
き

る
機
会
を
得
た
こ
と
は
意
義

が
大
き
い
。

国
内
で
町
特
産
品
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
及
び
地
域
力
の
向

上
、町
内
産
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
Ｆ
Ｂ
良
品

事
業
や
情
報
を
発
信
し
て
き

た
。町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上

円
に
も
な
る
。
そ
こ
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

も
と
が
取
れ
た
か

ど
う
か
で
は
な
く
、

放
送
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
大
刀
洗
町
が
Ｐ

Ｒ
さ
れ
、
そ
の
評
価
は
500
万

円
以
上
の
価
値
が
あ
る
。
商

売
は
個
人
で
す
れ
ば
か
な
り

の
売
上
げ
を
伸
ば
し
て
繁
盛

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
は

そ
う
い
う
ふ
う
に
は
や
れ
な

い
。
行
政
も
も
う
け
た
方
が

い
い
け
ど
も
う
け
に
な
ら
な

い
こ
と
を
や
る
の
が
行
政
だ

か
ら
、
今
の
方
法

が
一
番
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

他
に
、

○
図
書
館
運
営
の

あ
り
方
と
改
築
構

想○
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

近
年
は
ネ
ッ
ト
や
携
帯
の
普

及
に
よ
り
、い
じ
め
の
発
見
が
難

し
く
なっ
た
と
思
う
。

対
策
と
し
て
、い
じ
め
の
早
期

発
見
と
早
期
対
応
。ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
実
態
把
握
し
、カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

す
る
。ま
た
、学
校
ご
と
の
対
策

委
員
会
や
保
護
者
と
の
学
習

会
も
開
催
し
て
い
る
。

体
罰
ま
た
は
暴
力

の
排
除
に
つ
い
て
。体

罰
が
発
生
し
た
学
校
で
は
原

因
と
再
発
防
止
に
つ
い
て
現
場

の
教
員
間
で
十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
た
か
。ど
う
総
括
し
て
地

域
に
発
信
し
て
い
く
か
。

学
校
で
体
罰
を
排
し
て
も
、

地
域
や
家
庭
で
暴
力
を
容
認

す
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
れ
ば
問

題
は
解
決
し
な
い
。学
校
が
、地

域
や
家
庭
の
暴
力（
体
罰
）も

排
除
す
る
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し

い
。

事
件
発
生
後
、校
内

研
修
を
7
回
実
施
し
、

体
罰
に
よ
ら
な
い
指
導
の
徹
底

を
図
って
い
る
。

今
後
は
生
徒
への
指
導
内
容

な
ど
を
教
職
員
全
体
で
共
通

理
解
を
お
こ
な
い
全
員
で
組
織

的
に
と
り
く
む
。

地
域
へ
は
、広
報
紙
で
の
発
信

や
、保
護
者
も
含
め
た
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

現
場
の
先
生
方
が
、

教
育
行
政
か
ら
の
報

告
書
き
や
事
務
処
理
に
追
わ

れ
、生
徒
に
向
き
合
う
時
間

が
取
れ
な
い
と
い
う
悲
鳴
が
上

が
って
い
る
が
、報
告
を
極
力
少

な
く
す
る
こ
と
や
、教
育
部
局

の
増
員
な
ど
、現
場
を
支
援
で

き
な
い
か
。

い
じ
め
に
つ
い
て
、原

因
を
ど
う
分
析
す
る

か
。対
策
は
。い

じ
め
に
は
加
害
側
、

被
害
側
だ
け
で
な
く
、

傍
観
者
、観
客
の
存
在
も
あ
り

だ
れ
も
が
加
害
者
や
被
害
者
に

も
な
り
う
る
。

確
か
に
現
場
の
事

務
負
担
は
大
き
い
の
で

3
つ
の
対
策
を
お
こ
な
う
。

①
学
校
支
援
員
を
配
置
し
、担

任
な
ど
の
事
務
を
手
伝
え
る

体
制
。

②
学
習
生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

組
織
し
活
用
。

③
町
が
行
って
い
た
教
員
への
研

修
会
を
削
減
し
、時
間
を
確
保
。

学
力
の
向
上
の
た

め
に
は
、少
人
数
学
級

が
最
も
効
果
が
高
い
は
ず
だ
が
、

町
で
の
検
討
は
。

算
数
を
中
心
に
少

人
数
学
級
を
組
織
し

た
り
、特
に
配
慮
を
要
す
る
子

に
は
学
校
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
。学

力
向
上
推
進
事
業
を
通

じ
て
、授
業
改
善
の
研
究
を
お

こ
な
い
、だ
れ
で
も
分
か
る
授
業

づ
く
り
を
目
指
す
。

教
室
エ
ア
コ
ン
の
設

置
は
ど
う
か
。今
年
の

夏
は
教
室
の
室
温
を
調
査
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。　

確
か
に
今
夏
は
猛

暑
だ
っ
た
が
、室
温
は

測
定
し
て
い
な
い
。

エ
ア
コ
ン

を
設
置
す

れ
ば
、夏
休
み
が
不

要
に
な
っ
た
り
、あ
る

い
は
多
額
の
設
置
費

用
な
ど
課
題
が
多
い
。

こ
の
ほ
か
、地
域
の

公
共
交
通
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

花等　順子 議員

全国から視察者が訪れている

大刀洗sgホームページより

分かりやすい授業をめざす研修

平山　賢治 議員

誰もが生き生きと学べる学校を
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問.FB良品の海外進出は適正か

答.３年をめどに取り組む

議員

町長

町長

町長

議員

課長

問.いじめや暴力のない学校づくりを

答.地域とも連携して対応

議員

議員

議員

議員

議員

教育長

教育長教育長

教育長

課長

教育長



国
道
３
２
２
号
バ
イ

パ
ス
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
に
調
査
費

が
計
上
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
の
計
画
に
つい
て
は
。

こ
れ
ま
で
は
交
差

点
の
と
こ
ろ
の
地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
長
い

間
工
事
が
進
ま
な
く
な
っ
て
い

た
。今

年
度
の
県
の
当
初
予
算

に
測
量
試
験
費
が
計
上
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
、
今
後
は
、
10

月
に
県
の
新
規
事
業
計
画
審

査
会
に
諮
っ
た
後
、
国
へ
ル
ー

ト
決
定
協
議
申
請
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
正
式
な
事
業
開

始
は
国
の
認
可
を
得
て
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
国
道
は
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
の

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

の
国
道
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
る

水
路
に
は
、
自
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
老
松
神
社
か

ら
先
が
未
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。町

の
第
４
次
総
合
計
画
に

も
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
国
、
県

に
働
き
か
け
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

指
摘
の
と
お
り
、

国
道
の
道
路
幅
が
狭

く
、
自
歩
道
は
水
路
の
方
に

広
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
橋
梁

の
蓋
の
上
を
自
転
車
で
通
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

重
大
事
故
が
起
き
る
前
に
、

早
急
な
対
応
を
強
く
要
望
す

る
。

や
水
門
の
問
題
が
あ
り
、
非

常
に
難
し
い
。
地
元
の
要
望
と

い
う
こ
と
で
、
県
土
木
事
務

所
に
は
要
望
す
る
が
、
個
人

的
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
バ

イ
パ
ス
建
設
の
方
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

近
年
、
児
童
生
徒

の
登
下
校
時
に
お
い

て
、
悲
惨
な
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
朝
夕
は
、
車
が
生

徒
達
の
自
転
車
を
避
け
て
通
っ

て
お
り
、
ま
た
、
生
徒
達
は

道
路
の
端
の
段
差
の
あ
る
水
路

大
刀
洗
の
町
立
図
書
館

が
改
築
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

図
書
館
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
お
こ
な
い
、
３

自
治
体
を
訪
問
し
た
。

武
雄
市
図
書
館

○
運
営
を
民
間
委
託
。
ツ
タ

ヤ
が
レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
書
籍
の

販
売
を
、
ス
タ
ー
バッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
カ
フェ
を
開
い
て
い
る
。

○
開
館
時
間
は
９
時
か
ら
21

で
365
人
が
登
録
さ
れ
、
図
書

館
を
支
え
て
い
る
。

○〝
市
民
と
共
に
成
長
す
る

図
書
館
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
人

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

○
公
民
館・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、

生
涯
学
習
施
設
の
機
能
を

持
って
い
る
。

○
移
動
図
書
館（
車
２
台
）

を
有
し
、
学
校
や
施
設
を
巡

回
し
て
い
る
。

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
調
べ
も
の
）

に
力
を
注
い
で
い
る
。

７
月
に
名
取
市
、
仙
台
市
、

南
三
陸
町
、
石
巻
市
の
視
察

を
行
っ
た
。

・
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

（
名
取
市
）
は
農
地
の
９
割

（
70 

ha
）
が
被
災
し
、
多
く

の
農
機
具
を
失
っ
た
。

ガ
レ
キ
撤
去
、
除
塩
の
復

旧
作
業
を
開
始
し
、
25
年
に

は
未
復
旧
の
土
地
は
15 

ha
に

な
り
、
水
稲
78 

ha
大
豆
39 

ha

栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

時
ま
で
で
年
中
無
休
。

○
貸
出
し
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン

ト
が
つ
く
。

○
話
題
性
に
富
み
、
商
業
施

設
的
な
図
書
館
で
、
市
外
か

ら
も
入
館
者
が
多
い
。

伊
万
里
市
民
図
書
館

○
建
設
前
か
ら
市
民
と
共
に

図
書
館
づ
く
り
を
し
て
き
た
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
図
書
館

フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
」
は
会
員
制

武
雄
、
伊
万
里
と
も
人
口

５
万
人
以
上
で
、
図
書
館
の

年
予
算
は
１
億
円
以
上
。
蔵

書
数
20
万
冊
だ
が
、
そ
の
運

用
の
仕
方
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

小
郡
市
立
図
書
館

○
開
館
当
初
か
ら
、
貸
し
出

し
冊
数
、
サ
ー
ビ
ス
等
で
近

隣
の
図
書
館
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
。

○
平
成
18
年
に
民
間
委
託
し

た
が
、
効
率
的
な
運
営
が
で

き
ず
21
年
に
市
直
営
に
も
ど

す
。館

長
の
話
に
よ
れ
ば
、「
直

営
の
方
が
効
率
的
で
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
」
と

の
こ
と
。

住
民
が
気
軽
に
集
え
、
地

域
活
動
の
軸
と
な
る
よ
う
な

図
書
館
実
現
の
た
め
、
こ
れ

ら
先
進
地
の
事
例
を
検
討
し

町
へ
提
言
を
行
う
。

・
石
巻
市
役
所
で
は
防
災

対
策
課
長
よ
り
説
明
を
受
け

た
。
死
者
３
１
５
９
名
、
行

方
不
明
者
441
名
、
発
生
ガ
レ

キ
629
万
ト
ン（
処
理
能
力
の

106
年
分
相
当
）
な
ど
、
人
的
、

物
的
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

 
 

視
察
を
終
え
、
大
刀
洗
町

の
防
災
対
策
と
し
て
次
の
項
目

の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
痛

感
し
た
。
今
後
の
行
政
に
活

か
せ
る
よ
う
委
員

会
で
も
討
議
す
る
。

 
 

①
防
災
訓
練
を
定

期
的
に
実
施 

②
住
民
向
け
の
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成③
災
害
時
の
備
蓄

物
資
の
保
管

④
災
害
時
の
議
員

への
情
報
提
供

平田　信將 議員

自歩道未整備の部分

自歩道整備部分

民間へ指定管理した武雄市図書館

建設時から住民の声をとり入れた伊万里市図書館

大きな被害を受けた南三陸町の病院

たちあらい 議会だより  第140号
平成25年11月発行19 たちあらい 議会だより  第140号

平成25年11月発行 18

議員議員

答.測量予算がつき、調査中

問.国道322号の今後は

町長

議員

町長

図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
～
武
雄
、伊
万
里
、小
郡
の
事
例

　

総
務
文
教
厚
生
委
員
会

災
害
対
応
の
町
づ
く
り

建
設
経
済
委
員
会
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●
発
行
／
大
刀
洗
町
議
会
　
●
編
集
／
議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

た
ち
あ
ら
い 

議
会
だ
よ
り

第
140
号

『
心
で
見
な
く
ち
ゃ
も
の
ご
と

は
よ
く
見
え
な
い
ん
だ
よ
、
か

ん
じ
ん
な
こ
と
は
目
に
見
え
な

い
ん
だ
』

こ
れ
は
童
話「
星
の
王
子
様
」

の
中
の
言
葉
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
読
み
返
し
て

み
る
と
、
こ
れ
が
な
る
ほ
ど
と

胸
に
落
ち
て
く
る
も
の
で
す
。

私
に
は
11
歳
に
な
る
息
子

が
い
ま
す
。
彼
は
障
が
い
と
い

う
個
性
を
持
って
生
ま
れ
ま
し

た
。
ゆっ
く
り
成
長
す
る
の
で
、

６
年
か
け
て一桁
の
た
し
算
と一

年
生
で
習
う
漢
字
を
学
習
し

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
ス
ロ
ー

な
時
の
流
れ
の
中
で
、
風
と
遊

び
、
月
の
光
を
美
し
い
と
言
っ

て
、
そ
の
良
さ
を
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
る
で
便
利
な
特

急
電
車
も
い
い
け
れ
ど
、
各
駅

停
車
の
車
窓
も
見
て
ご
ら
ん
と

い
う
よ
う
に
。

小
学
校
で
も
息
子
の
周
囲
は

笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
も
っ
と
感
覚
的
に

曇
り
の
な
い
目
で
、
車
窓
の
美

し
さ
に
気
付
け
る
よ
う
で
す
。

　

大
人
た
ち
は
、
慌
た
だ
し

い
日
々
の
中
で
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
も
の
も
多
い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
時
に
立
ち
止
ま
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
息
を
す
る
こ
と

や
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の

心
地
よ
さ
を
息
子
に
教
え
て

も
らっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

息
子
が
来
年
卒
業
す
る
に

あ
た
り
、
今
ま
で
寄
り
添
って

く
れ
た
友
だ
ち
、
先
生
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
で
、

障
が
い
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
町
内

で
の
放
課
後
、
就
労
の
支
援
が

充
実
し
、一人
ひ
と
り
に
優
し
い

『
居
場
所
作
り
』
に
温
か
い

町
政
の
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
る

よ
う
願
い
ま
す
。

私
も
一町
民
と
し
て
大
刀
洗

の
未
来
を
、
小
さ
な
町
の
大

き
な
可
能
性
を
一緒
に
考
え
て

い
け
た
ら
幸
せ
で
す
。

障
が
い
と
い
う
個
性
も

生
か
せ
る
町
に

西
栄
田遠

藤
　
陽
子 

さ
ん

　
今
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
が

つ
づ
き
、
ま
た
豪
雨
や
竜
巻
で
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の

で
し
ょ
う
か
。
便
利
さ
の
み
を
追

求
し
て
き
た
人
間
社
会
へ
の
警

鐘
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
今
年
も
議
会
報
告
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
の
皆
様

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
の
発
展

の
推
進
役
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　（
平
田
信
）

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

議

長

平
山
　
賢
治

林
　
　 

威
範

森
田
　
勝
典

平
田
　
信
將

後
藤
　
晴
一

長
野
　
正
明

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

編
集
後
記

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会大刀洗町議会ホームページ 検 索

12月議会
12月10日開会

一般質問は

12月15日（日）
（いずれも予定です）

どなたでも自由に傍聴できます。

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

９月議会の傍聴は30名でした。

【
表
紙
の
写
真
】　

菊
池
小
の
み

な
さ
ん
。
田
植
え
か
ら
観
察
、
刈

り
入
れ
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

町
民
の

「
声
」

議会を傍聴しませんか


